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天
界
第
十
七
號
（
第
二
憲
）
猷
正
計
癬

　
　
　
火
星
を
紹
介
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
本
　
一
　
清

　
夜
毎
々
々
の
晴
れ
た
室
を
飾
る
星
の
光
り
が
、
美
そ
の
も

の
の
溶
化
ご
し
て
、
人
に
愛
せ
ら
れ
る
こ
い
ふ
こ
こ
か
ら
言

へ
ば
、
天
上
の
星
ご
、
春
の
野
に
嗅
．
く
地
上
の
花
の
美
ざ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も

好
一
封
の
配
合
こ
な
っ
て
、
人
の
住
む
こ
の
世
に
い
の
ち
を

與
へ
る
も
の
で
あ
る
が
、
ご
り
わ
け
て
、
天
の
星
は
、
其
の

色
、
其
の
配
列
、
及
び
其
の
運
行
に
、
眞
理
ご
魚
蝋
…
ご
を
廉

ね
備
へ
て
、
見
る
者
の
心
を
い
や
が
上
に
も
崇
高
な
ら
し
む

る
も
の
で
あ
る
Q
心
を
齢
し
く
し
て
星
を
仰
ぐ
と
き
、
そ
こ

に
宇
宙
の
悠
久
ご
廣
大
無
邊
ご
が
人
の
胸
裏
に
喰
ひ
入
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
だ
や
か

う
π
・
讃
嘆
を
禁
ぜ
ざ
ら
し
め
る
。
眞
の
季
和
は
こ
・
に
在

り
ご
誰
で
も
叫
ば
ざ
る
を
得
な
い
。
蘇
に
連
日
蓮
夜
の
天
象

が
絶
封
の
秩
序
を
以
っ
て
整
然
ご
行
は
れ
る
の
を
見
る
ご
き

は
、
回
し
へ
を
司
配
て
る
宇
宙
我
の
存
在
を
誰
も
疑
ふ
こ
ご

は
出
來
な
い
や
う
に
見
ね
る
。
一
1
艀
か
な
る
晴
夜
、
外
に

立
っ
て
、
こ
ん
な
想
ひ
に
ふ
け
っ
て
み
る
ご
き
、
突
如
、
一

閃
し
て
流
星
の
飛
ぶ
こ
ぎ
あ
り
こ
せ
よ
、
心
の
康
和
は
忽
ち

破
れ
て
、
恐
れ
ざ
憔
ら
だ
ち
の
急
き
衝
動
を
畳
ね
る
で
あ
ろ

う
。
更
に
叉
、
こ
・
に
天
の
い
っ
こ
よ
り
來
っ
て
、
い
っ
こ

に
去
る
の
か
、
一
彗
星
が
あ
っ
て
、
長
い
尾
を
引
き
な
が
ら

天
室
を
縦
横
す
る
こ
し
π
な
ら
ば
、
恐
怖
は
完
全
に
人
心
を

支
配
し
て
、
至
る
ε
こ
ろ
不
安
狼
狽
の
情
景
を
現
出
す
る
に

違
ひ
な
い
。
世
の
大
昔
し
ょ
り
こ
の
か
π
、
何
づ
こ
の
歴
史

を
亡
ん
で
見
て
も
、
天
の
異
象
は
彗
星
の
出
現
を
以
っ
て
其

の
最
こ
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
彗
星
は
多
く
一
過
し

て
復
摩
ら
す
、
人
の
受
け
る
印
象
も
亦
多
分
一
時
的
の
プ
ロ

セ
ス
ご
し
て
働
く
に
止
ま
る
。
こ
・
に
一
星
あ
ら
て
、
ほ
ゴ

一
定
期
毎
に
天
の
一
方
よ
り
急
に
百
選
し
、
毒
々
し
い
光
輝

を
以
っ
て
、
天
の
中
心
を
往
復
躁
愉
し
、
衆
入
の
眼
の
前
に

謎
の
如
き
舞
踏
を
一
丁
ひ
舞
っ
た
後
、
忽
ち
に
し
て
又
塞
の

】
隅
に
消
ね
去
る
も
の
が
あ
る
こ
し
た
な
ら
ば
、
人
の
因
っ

て
受
け
る
印
象
は
絶
え
ず
同
様
に
ぐ
り
か
へ
さ
れ
て
、
あ
ざ

や
か
に
、
又
底
深
く
心
の
奥
に
植
え
つ
け
ら
れ
、
紳
聖
な
る

べ
き
天
上
界
の
卒
和
を
破
る
狼
狽
星
こ
し
て
、
永
ぐ
世
界
人

類
の
花
め
に
不
可
解
の
謎
こ
な
る
で
あ
ろ
う
。
一
火
星
は

實
に
此
の
種
の
唯
て
の
惑
星
で
あ
る
。

　
火
星
は
赤
い
凄
味
の
色
に
輝
や
く
星
で
、
天
上
を
東
西
に

馳
騙
す
る
速
さ
は
、
ざ
て
も
他
の
何
れ
の
天
恵
の
企
て
及
ば
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ざ
る
ご
こ
ろ
、
今
東
に
あ
る
か
ε
思
へ
ば
、
忽
ち
に
し
て
叉

西
に
輻
じ
、
更
に
叉
、
黄
道
を
横
ぎ
っ
て
北
に
南
に
、
或
は

ル
　
ブ

輪
を
薔
き
、
或
は
S
字
を
亡
い
て
無
二
に
征
復
す
る
儂
、
そ

れ
に
叉
、
光
輝
も
、
合
の
頃
に
は
淡
く
消
え
て
、
僅
か
に
北

極
星
ほ
．
ε
の
二
等
星
で
あ
る
が
、
至
れ
に
反
し
て
衝
の
時
は

シ
リ
ウ
ス
や
木
星
を
も
後
へ
に
瞠
若
た
ら
し
め
て
、
爾
籐
裕

を
示
す
程
度
の
輝
き
を
表
は
す
有
様
は
、
人
の
想
ひ
の
到
底

及
ば
ざ
る
奇
抜
さ
で
、
唯
、
見
る
者
の
眼
を
そ
ば
だ
・
し
む

る
に
充
分
で
あ
る
。
昔
し
か
ら
何
所
の
國
で
も
、
此
の
火
星

を
見
て
、
恐
れ
惑
は
な
い
も
の
は
な
い
。
支
那
で
は
此
の
星

を
榮
惑
ε
こ
な
へ
て
妖
星
の
雄
な
る
も
の
こ
し
た
。
師
風
の

記
事
に

　
　
宋
景
公
有
レ
疾
、
司
馬
子
常
日
、
焚
惑
守
レ
心
、
宋
書
分

　
　
野
、
君
臨
レ
之
若
祭
レ
之
、
可
レ
移
二
恩
帰
一
。

ご
あ
る
の
も
、
つ
ま
り
其
の
意
で
あ
る
。
西
洋
で
は
早
く
か

ら
火
星
は
オ
リ
ン
ポ
ス
山
の
群
神
中
の
マ
ア
ズ
に
擬
戦
ら
れ

て
る
る
。
星
の
色
ご
光
輝
に
於
い
て
其
の
威
風
を
表
徴
し
、

敏
活
な
る
蓮
動
に
よ
っ
て
、
其
の
攣
現
出
渡
極
ま
り
な
い
活

躍
ぶ
り
を
想
起
す
る
の
は
、
天
二
上
話
中
の
傑
作
こ
し
て
千

古
に
傳
へ
ら
れ
る
べ
き
橿
値
が
充
分
に
あ
る
。
火
星
は
今
年

々
初
か
ら
、
秋
の
頃
ま
で
、
南
天
の
天
秤
、
蜴
、
蛇
遣
ひ
あ

た
り
を
東
西
に
馳
騙
す
る
筈
で
、
天
球
上
に
於
け
る
大
面
の

縄
路
は
本
誌
第
七
二
頁
の
圖
に
示
さ
れ
て
あ
る
Q
此
の
圖
に

よ
っ
て
見
る
通
り
、
火
星
が
黄
道
の
上
下
を
、
誠
に
紳
秘
的

な
カ
ー
ヴ
を
書
い
て
、
見
る
人
の
心
に
｝
種
の
謎
を
提
供
す

る
り
し
い
趣
き
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
更
に
其
の
運
行
の
刻

々
を
い
触
雛
天
塞
に
追
っ
て
行
嚢
演
者
に
は
、
星
の
歩

み
に
力
ご
生
命
ご
を
戚
得
し
な
い
わ
け
に
は
行
か
な
い
◎
殊

に
去
る
二
月
の
末
の
頃
か
ら
、
天
秤
座
を
去
っ
て
、
い
よ
い

よ
蝸
座
に
侵
入
し
、
刻
々
、
ア
ン
タ
レ
ス
星
に
迫
る
あ
だ
り

そ
れ
か
ら
四
五
月
の
頃
、
｝
南
東
に
退
く
ご
見
せ
て
、
⊥
肉
月

の
初
め
か
ら
再
び
頭
を
西
に
返
し
、
此
度
は
眼
指
す
此
の
赤

星
に
封
し
て
｝
直
線
に
突
進
し
罵
る
勢
ひ
の
富
ま
し
さ
は
、

勇
敢
な
る
軍
紳
マ
ア
ズ
が
、
輩
身
、
深
く
敵
地
を
襲
っ
て
其

の
牙
城
に
せ
ま
る
如
き
七
絶
さ
を
目
の
當
り
見
る
心
地
を
禁

じ
な
い
。

　
天
童
力
學
上
か
ら
見
た
火
星
の
軌
道
は
本
誌
口
給
に
あ
る

通
り
、
地
球
軌
道
の
外
側
を
取
り
ま
い
て
、
黄
道
面
に
劃
す

る
傾
斜
角
は
一
度
五
十
｝
分
で
あ
る
か
ら
、
遊
星
ε
し
て
普

通
の
程
度
で
あ
る
が
、
離
心
峯
の
大
き
い
こ
ご
は
實
に
驚
く
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に
足
る
も
の
が
あ
る
。
其
の
結
果
、
若
し
二
月
の
末
頃
、
遠

日
黙
の
近
ぐ
で
衝
が
起
る
な
ら
ば
、
我
が
地
球
か
ら
○
●
六

⊥
ハ
⊥
ハ
天
文
軍
位
（
九
千
九
百
六
十
萬
キ
ロ
）
ほ
ざ
も
離
れ
て
み

る
け
れ
ご
、
其
の
反
劃
の
八
月
末
、
近
日
黙
で
衝
が
起
る
な

ら
ば
、
彼
我
の
距
離
は
0
・
三
六
二
天
文
軍
書
（
五
千
七
百
萬

キ
ロ
）
に
も
近
づ
い
て
來
る
。
故
に
軍
に
距
離
か
ら
言
へ
ば

晩
夏
の
衝
を
の
み
待
つ
。
へ
き
か
の
如
く
で
あ
る
が
、
し
か
し

叉
一
方
に
於
て
、
此
頃
は
星
の
南
宇
球
の
み
を
有
利
に
見
せ

る
こ
芝
に
な
っ
て
み
る
か
ら
吾
人
こ
し
て
は
多
少
の
不
便
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
エ
ロ
ズ

忍
ん
で
も
、
あ
ら
ゆ
る
位
相
の
衝
を
観
測
す
る
必
要
は
あ
る

　
ロ
ス
の
計
算
に
よ
れ
ば
、
火
星
の
新
軌
道
要
素
（
一
九
｝

七
年
登
表
）
は
左
の
如
ぐ
で
あ
る
、

　
　
　
　
火
星
の
軌
道
要
素

　
　
　
一
九
〇
〇
年
元
旦
の
卒
均
位
置
　
　
　
　
　
毎
年
の
二
化

軌一回皆実太

導認螺
髪即身羅
…率斜纏経度離

　
一
●
筑
二
．
宍
八
八
六
天
文
阜
位

二
九
四
麗
豪
哩
O
O
六
け

三
三
四
　
一
三
　
　
流
〇
七
㎝

四
八
　
四
七
　
一
一
●
二
七

　
一
五
一
　
一
2
．
b

　
O
●
〇
九
三
三
一
二
九
〇

　
此
等
の
藪
値
か
ら
計
算
し
て
見
る
ご
、

距
離
に
懸
じ
て
、
公
輻
の
週
期
は
⊥
ハ
百
八
十
七
日
こ
な
り
之

一
匹
　
　
一
九
「
咋
区
二
置
分
O
・
一
〇
三
八

増
　
　
　
　
　
一
六
三
「
六
ヒ
三

層
　
　
　
　
　
ご
吉
七
五
老

城
　
　
　
　
　
O
●
9
西
三

増
　
O
●
O
O
O
O
O
O
九
二
〇
六
四

太
陽
か
ら
の
虫
干

れ
を
火
星
自
騰
の
廻
轄
二
十
四
時
一
二
十
七
分
二
十
一
ご
秒
の
一

書
夜
で
測
っ
て
、
彼
の
世
界
の
｝
年
が
⊥
ハ
百
七
十
雲
夜
に
な

る
こ
ご
、
叉
、
地
球
こ
の
會
合
週
期
が
平
均
七
百
八
十
日
で

あ
る
こ
ご
が
わ
か
る
O

　
火
星
の
質
量
は
ニ
ゥ
ト
ン
以
來
の
問
題
で
あ
っ
た
。
始
め

の
頃
は
誰
で
も
我
が
地
球
が
受
け
る
樋
動
作
用
か
ら
計
算
し

て
、
火
星
の
質
量
を
出
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
一
例
を
畢
げ

れ
ば
ル
ベ
リ
エ
ー
の
値
は

　
　
火
星
は
太
陽
の
　
二
九
七
〇
〇
〇
〇
分
の
一

ど
い
ふ
の
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
十
九
世
紀
の
末
、
此
の
火

星
が
螢
見
せ
ら
れ
る
に
至
り
、
質
量
の
計
算
に
は
頗
る
好
都

合
に
な
っ
て

　
ニ
　
ウ
　
カ
　
ム
は
　
（
一
八
七
七
年
）
　
　
　
三
〇
九
り
○
○
∩
分
の
一

　
ボ
　
　
一
　
　
〃
は
　
（
改
正
値
）
　
　
　
　
三
一
〇
〇
〇
〇
〇
分
の
一

　
プ
リ
ッ
チ
エ
ッ
ト
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
C
七
五
〇
〇
〇
分
の
一

　
ニ
　
ウ
　
カ
　
ム
は
　
（
改
正
値
）
　
　
　
　
三
〇
九
三
五
〇
〇
分
の
一

こ
い
ふ
や
う
な
結
果
が
登
表
せ
ら
れ
、
特
に
此
の
最
後
の
ニ

ゥ
カ
ム
の
値
が
最
も
深
い
信
用
を
博
し
て
み
る
。
減
れ
に
よ

れ
ば
、
火
星
は
我
が
地
球
の
一
割
0
入
厘
こ
い
ふ
質
量
を
持

っ
て
る
る
こ
ご
に
な
る
〇

　
一
方
に
於
い
て
、
火
星
の
大
き
さ
や
形
歌
に
も
問
題
が
な
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い
こ
ご
は
な
い
が
、
先
づ
火
星
を
季
均
の
衝
の
距
離
（
即
ち

○
〇
五
二
三
七
天
文
輩
位
）
か
ら
見
π
視
血
止
ざ
し
て
は
、

多
く
の
観
測
者
達
の
報
告
が
、
九
．
三
秒
乃
至
入
●
五
秒
の
範

園
内
で
、
さ
ま
み
＼
の
値
を
登
表
し
て
み
る
。
そ
れ
で
確
か

な
こ
ε
は
甚
だ
不
安
定
で
あ
る
が
、
現
今
、
英
佛
濁
の
天
膿

暦
に
は
ハ
ル
ト
ヰ
ヒ
氏
の
覗
宇
豊
新
●
九
五
秒
を
専
用
し
．

米
暦
に
は
．
ハ
イ
ア
ー
ス
の
改
正
値
九
・
⊥
ハ
四
秒
を
探
用
し
て

み
る
。
今
之
れ
を
李
均
し
て
、
火
星
ご
地
球
ご
の
間
に
大
き

さ
の
比
較
を
取
っ
て
見
る
ご
、
火
星
の
直
経
は
地
球
の
五
割

四
分
で
、
從
っ
て
其
の
表
面
積
は
二
割
九
分
を
多
く
出
で
す

盟
積
は
僅
か
に
一
割
⊥
ハ
分
に
過
ぎ
ざ
る
も
の
こ
な
る
。
し
か

る
に
星
の
全
質
量
は
前
記
の
通
り
で
あ
る
か
ら
、
李
均
密
度

ε
し
て
は
地
球
の
六
割
七
分
三
厘
、
即
ち
水
の
三
・
七
倍
こ

な
る
。
從
っ
て
又
、
表
面
重
力
は
地
球
上
で
の
四
割
弱
で
、

　
之
れ
で
は
ス
ト
ー
ニ
ー
氏
に
從
ひ
、
活
澱
な
ガ
ス
分
子
が

脱
出
速
度
は
一
秒
時
雨
・
一
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
睡
る
。

比
較
的
容
易
に
火
星
界
か
ら
贈
れ
去
る
の
も
免
れ
得
な
い
。

　
火
星
の
形
が
、
ま
ん
ま
る
い
理
想
的
の
球
で
あ
る
か
ご
う

か
ご
い
ふ
こ
ご
も
、
以
前
か
ら
の
問
題
で
あ
る
。
十
入
世
紀

の
始
J
．
D
．
カ
シ
ニ
が
火
星
の
謎
々
形
で
あ
る
こ
ご
を
認
め

π
こ
い
ひ
、
十
九
世
紀
に
至
っ
て
、
い
ろ
ん
な
人
々
が
障
れ

を
測
定
し
た
け
れ
ざ
、
結
果
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。
W

ハ
ー
シ
ェ
ル
は
十
⊥
ハ
分
の
一
の
楕
率
を
測
っ
た
ε
い
っ
て
み

る
が
、
ウ
イ
ソ
ネ
ケ
は
漸
く
二
百
八
十
分
の
一
を
測
り
得
た

こ
い
ふ
。
其
の
後
、
H
ス
ト
川
ー
フ
エ
は
衛
星
の
運
動
の
研

究
か
ら
火
星
の
楕
率
が
百
九
十
分
の
一
で
あ
る
結
果
を
得
π

　
火
星
の
色
は
赤
褐
色
で
、
前
に
も
記
し
た
通
り
、
す
い
ぶ

ん
著
し
い
特
徴
で
あ
る
が
、
巡
れ
は
一
部
分
、
其
の
表
面
の

物
質
構
造
に
、
他
の
一
部
は
星
を
つ
・
む
雰
團
氣
に
よ
る
の

で
あ
ろ
う
○
ア
ル
ベ
ド
は
四
分
の
一
ぐ
ら
ゐ
で
あ
る
か
ら
、

金
星
や
地
球
の
粛
々
ア
ル
ベ
ド
よ
り
は
湿
か
に
低
い
が
、
月

よ
り
は
高
い
。
大
領
、
砂
原
な
ざ
の
程
度
で
あ
る
。

　
火
星
の
ス
ペ
ク
ト
ル
に
就
て
は
、
一
八
六
三
年
の
初
め
、

ラ
サ
ー
フ
オ
ド
は
太
陽
ご
同
様
な
フ
ラ
ウ
ホ
フ
エ
ル
線
を
認

め
π
ご
登
表
し
、
次
で
セ
ッ
キ
も
同
様
の
観
測
を
し
た
が
、

其
の
後
、
英
の
ハ
ギ
ン
メ
や
猫
の
フ
オ
ゲ
ル
等
は
童
色
の
部

分
に
、
太
陽
に
は
見
ら
れ
な
い
特
別
な
吸
牧
線
の
存
在
す
る

こ
ご
を
登
表
し
柁
。
十
九
世
紀
の
末
学
、
カ
ン
ベ
ル
は
月
ε

火
星
こ
の
同
時
観
測
を
や
っ
て
、
此
の
二
つ
の
天
髄
の
ス
ペ

ク
ト
ル
に
些
の
違
ひ
も
無
い
ご
報
告
し
た
の
を
、
ロ
ー
エ
川



71

が
批
難
し
π
の
で
、
一
時
問
題
に
な
つ
陀
が
、
そ
の
後
、
ス

ラ
イ
フ
ア
ー
が
益
し
様
な
観
測
を
繰
り
返
し
て
、
火
星
に
は

水
蒸
氣
の
吸
牧
線
が
著
し
ぐ
表
は
れ
て
る
る
の
を
登
識
し
、

最
近
、
ヴ
エ
リ
ー
は
叉
、
酸
素
の
吸
牧
線
が
存
在
す
る
こ
ご

を
認
め
た
○
写
れ
は
大
正
三
年
の
二
月
で
あ
っ
た
Q

　
［
九
一
八
年
の
四
月
十
一
日
に
オ
ル
ソ
ン
ご
い
ふ
人
が
四

吋
牢
の
望
遠
鏡
で
観
測
中
、
火
星
が
〉
．
Ω
・
（
9
℃
。
）
一
齢
心
こ

い
ふ
微
星
を
隠
し
た
こ
ご
が
あ
る
O
同
氏
の
報
告
に
よ
る
ご

星
が
ム
」
火
星
に
か
く
さ
れ
る
こ
い
ふ
時
に
は
、
星
の
色
が
薄

く
な
り
、
像
の
ボ
ン
ヤ
リ
し
て
焦
瓢
を
外
れ
て
み
る
や
う
に

見
ぬ
た
こ
い
ふ
。
減
れ
な
ん
か
は
、
火
星
に
何
等
か
の
雰
園

氣
が
あ
る
こ
い
ふ
こ
ご
の
直
接
三
明
ご
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

火
星
の
表
面
の
事
情
は
本
誌
⊥
ハ
月
號
に
ゆ
つ
る
。

　
火
星
に
衛
星
が
あ
る
こ
い
ふ
こ
ご
は
、
ケ
ブ
レ
ル
の
考
へ

に
上
っ
た
の
が
最
初
で
、
そ
れ
が
た
め
、
か
の
ガ
リ
ヅ
ア
の
放

行
記
の
中
に
小
説
こ
し
て
記
載
し
て
あ
る
の
は
有
名
な
話
で

あ
る
○
し
か
る
に
大
ハ
ー
シ
ェ
ル
や
、
メ
ド
レ
ル
や
、
ダ
レ

ス
ト
等
が
大
小
種
々
の
望
遠
鏡
で
、
熱
心
に
こ
の
衛
星
を
さ

が
し
把
が
、
皆
何
れ
も
失
敗
し
た
。
こ
こ
ろ
が
一
八
七
七
年

米
國
ワ
シ
ン
ト
ン
海
軍
天
文
学
に
當
時
世
界
第
一
ご
言
は
れ

た
二
十
⊥
ハ
吋
望
遠
鏡
が
据
え
ら
れ
る
に
及
び
、
時
の
塁
長
ホ

ー
ル
氏
は
之
れ
を
以
っ
て
火
星
を
観
測
し
、
大
宝
な
苦
心
の

結
果
、
其
の
年
の
池
月
十
一
日
ご
十
七
目
ざ
に
、
そ
れ
み
＼

一
つ
づ
・
・
、
確
か
に
衛
星
を
離
見
し
た
。
此
の
登
見
に
は
、

ホ
ー
ル
夫
人
の
激
働
が
成
功
を
も
た
ら
し
た
大
原
因
こ
な
っ

た
の
で
、
實
に
天
文
三
界
の
一
佳
話
で
あ
る
。

　
此
の
二
つ
の
衛
星
は
．
ホ
ー
ル
夫
人
に
よ
つ
て
、
フ
ォ
ボ
ス

及
び
ダ
イ
モ
ス
ご
命
名
せ
ら
れ
κ
。
何
れ
も
光
の
薄
い
星
で

殊
に
始
終
、
大
き
な
火
星
の
光
に
つ
、
ま
れ
て
る
る
た
め
、

二
十
吋
以
下
の
望
遠
鏡
で
は
観
測
は
困
難
で
あ
る
。

　
今
年
、
火
星
ご
地
球
ご
が
、
こ
う
い
ふ
浮
動
に
來
る
か
ざ

い
ふ
こ
ご
は
、
本
誌
の
口
維
ご
、
次
の
表
な
ご
に
よ
つ
て
、

叉
本
誌
第
七
二
頁
の
百
濟
氏
の
圖
な
ご
に
よ
つ
て
大
塚
の
了

解
が
出
回
る
ご
思
ふ
。

十十十九八七六五四三ニー
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